
　（1） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

佐
藤
和
志
支
部
長
を
再
任
、 

支
部
設
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業
等
を
決
定 

     
 

 
                 

 
        

    
 
 
 

 
 

日
本
山
岳
会
秋
田
支
部
の
令
和
六
年

度
通
常
総
会
は
四
月
二
十
日
（
土
）
午

前
十
一
時
か
ら
、
秋
田
市
大
町
の
協
働

大
町
ビ
ル
六
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。 

会
員
四
十
四
名
中
、
出
席
者
十
六
名
、

委
任
状
提
出
二
十
三
名
。
鎌
田
副
支
部

長
の
司
会
で
議
事
を
進
行
し
た
。 

佐
藤
支
部
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
高
い

山
だ
け
で
な
く
、
低
い
山
の
楽
し
み
も

あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
低
山
で
あ
っ
て
も

山
を
楽
し
む
と
い
う
方
向
に
世
の
中
が

変
わ
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
こ
う

し
た
流
れ
の
中
、
山
の
会
と
し
て
発
言

力
を
増
す
に
は
、
組
織
と
し
て
き
ち
ん

と
活
動
し
、
声
を
上
げ
る
こ
と
が
大
切

だ
」
と
述
べ
た
。 

続
い
て
佐
々
木
長
秀
会
員
を
議
長
に

指
名
し
て
、
案
件
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。 

案
件
一
「
令
和
五
年
度
事
業
報
告
」

を
鎌
田
副
支
部
長
が
説
明
。 

支
部
総
会
は
四
月
十
五
日
、
協
働
大

町
ビ
ル
で
開
催
。
役
員
会
は
一
回
、
事

務
局
会
議
は
八
回
開
い
た
。 

支
部
山
行
は
、
春
が
大
館
市
の
秋
葉

山
へ
、
秋
は
八
郎
潟
町
の
高
岳
山
へ
登

っ
た
後
、
浦
城
跡
を
散
策
し
た
。 

太
平
山
山
開
き
市
民
登
山
は
集
中
豪

雨
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。 

東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
は
青
森
支

部
の
担
当
で
階
上
岳
に
登
っ
た
。 

全
国
支
部
懇
談
会
は
群
馬
支
部
の
担

当
で
谷
川
岳
一
ノ
倉
展
望
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
を
行
っ
た
。 

日
本
山
岳
会
創
立
一
二
〇
周
年
記
念

事
業
「
全
国
山
岳
古
道
調
査
」
は
秋
田

支
部
が
「
秋
田
街
道
・
国
見
峠
」
、
「
沢

内
街
道
・
白
木
峠
」「
鳥
海
山
」
を
担
当
。

当
初
計
画
に
あ
っ
た
「
矢
島
街
道
」
は

除
外
さ
れ
た
。
白
木
峠
に
つ
い
て
は
調

査
が
終
わ
っ
て
本
会
に
報
告
済
み
で
、

鳥
海
山
に
つ
い
て
は
担
当
に
報
告
を
依

頼
。
秋
田
街
道
に
つ
い
て
は
ま
と
め
を

岩
手
支
部
が
行
う
旨
を
報
告
し
た
。 

ま
た
、
年
次
晩
餐
会
は
東
京
の
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
参
加
し
た
。 

公
益
的
事
業
と
し
て
、
太
平
山
前
岳

歩
道
整
備
は
「
ま
ん
た
ら
め
」
脇
の
前

岳
登
山
口
か
ら
二
手
ノ
又
登
山
口
ま
で

実
施
し
た
。 

支
部
合
同
会
議
、
山
岳
古
道
調
査
会

議
、
支
部
・
委
員
会
等
へ
の
説
明
会
は

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
行
わ
れ
た
。 

会
員
確
認
は
新
入
会
員
一
名
、
退
会

会
員
五
名
（
う
ち
一
人
は
死
亡
に
よ
る
）

だ
っ
た
。 

案
件
二
「
令
和
五
年
度
決
算
報
告
」

に
つ
い
て
は
後
藤
会
計
担
当
が
説
明
。

大
橋
会
計
監
事
が
三
月
三
十
一
日
に
行

わ
れ
た
会
計
監
査
の
結
果
、
関
係
書
類

が
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
報

告
。
令
和
五
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

が
承
認
さ
れ
た
。 

 

案
件
三
「
令
和
六
年
度
事
業
計
画
案
」

は
鎌
田
副
支
部
長
が
説
明
し
た
。 

役
員
会
は
年
一―

三
回
を
予
定
し
て

お
り
、
事
務
局
会
議
は
随
時
行
う
。 

六
年
度
は
支
部
設
立
六
十
五
周
年
記

念
の
年
に
当
た
り
、
祝
賀
懇
親
会
、
記

念
山
行
、
六
十
五
座
ラ
リ
ー
等
を
行
う
。 

山
行
は
春
秋
の
支
部
山
行
、
山
の
日

山
行
の
ほ
か
、
新
た
に
有
志
山
行
「
ゆ

っ
く
り
山
行
」
を
計
画
し
た
。 

山
の
日
山
行
の
実
施
場
所
は
秋
田
駒

ケ
岳
と
し
、
八
合
目
バ
ス
停
留
所
付
近

で
、
登
山
者
に
「
登
山
安
全
ハ
ン
ド
ブ
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（2）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

ッ
ク
を
配
布
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い

る
。 ス

タ
ー
ト
し
た
六
十
五
座
ラ
リ
ー
に

つ
い
て
は
担
当
の
小
松
芳
美
会
員
が
説

明
。
登
山
日
、
山
名
な
ど
の
登
山
情
報

に
つ
い
て
、
山
頂
等
の
記
録
写
真
を
添

え
て
報
告
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。 

公
益
的
事
業
と
し
て
は
、
太
平
山
歩

道
整
備
、
案
内
板
等
の
設
置
を
計
画
し

て
い
る
。 

 

東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
は
福
島
支

部
の
担
当
。
七
月
に
猫
魔
ヶ
岳
登
山
、

裏
磐
梯
五
色
沼
散
策
を
予
定
し
て
い
る
。  

 

全
国
支
部
懇
談
会
は
神
奈
川
支
部
担

当
で
五
月
に
三
浦
ア
ル
プ
ス
登
山
、
鎌

倉
大
仏
ハ
イ
キ
ン
グ
を
計
画
す
る
。 

 

会
報
の
発
行
は
四
回
の
予
定
。 

 

山
岳
古
道
調
査
（
令
和
七
年
度
ま
で

継
続
）
に
つ
い
て
は
、
秋
田
支
部
の
担

当
で
未
報
告
の
鳥
海
山
は
引
き
続
き
完

成
に
努
め
、
白
木
峠
に
つ
い
て
は
調
査

を
継
続
す
る
。 

案
件
四
「
令
和
六
年
度
予
算
」
は
、

ほ
ぼ
前
年
度
と
同
水
準
と
し
た
こ
と
を

後
藤
会
計
担
当
が
説
明
。
令
和
六
年
度

の
事
業
計
画
と
併
せ
て
承
認
さ
れ
た
。 

 

記
念
集
合
写
真
撮
影
後
、
十
六
名
が

参
加
し
て
懇
親
会
を
開
い
た
。 

高
橋
守
会
員
の
発
声
で
乾
杯
、
今
野

昌
雄
、
高
橋
吉
一
、
堀
井
弘
の
各
会
員

の
近
況
報
告
に
続
い
て
懇
談
、
午
後
二

時
半
、
高
橋
雄
悦
会
員
の
中
締
め
で
お

開
き
と
な
っ
た
。 

 

出
席
者 

佐
藤
和
志 

今
野
昌
雄 

高
橋
守 

 

鎌
田
倫
夫 

堀
井
弘 

 

佐
藤
博 

 

若
月
寿 

 

大
橋
忠
雄 

柴
田
勧 

 

佐
々
木
長
秀 

佐
藤
英
實 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

高
橋
吉
一 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

 

二二
期期
目目
就就
任任
にに
当当
たた
っっ
てて  

  
  
  
  

支支
部部
長長  

佐佐
藤藤  

和和
志志  

 

日
本
山
岳
会
秋
田
支
部
長
に
再
度
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
で
大
丈
夫
な

の
か
と
自
信
が
無
い
中
で
の
二
年
を
振

り
返
り
反
省
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

会
員
皆
様
の
期
待
に
沿
う
べ
く
前
向
き

に
進
む
こ
と
が
私
の
こ
れ
か
ら
の
二
年

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

日
本
の
山
岳
界
で
は
、
人
工
ボ
ー
ド

で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

種
目
に
な
る
な
ど
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
登
山
競
技
が
行
わ
れ
て
い
た
国
民

体
育
大
会
も
今
年
か
ら
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
と
名
称
変
更
さ
れ
る
な
ど
話
題
を

集
め
て
お
り
ま
す
。 

環
境
省
で
も
令
和
三
十
年
に
向
け
て

全
国
の
三
〇
％
で
公
園
に
管
理
の
網
を

掛
け
な
い
と
日
本
の
自
然
が
守
れ
な
い

と
の
観
点
か
ら
、
国
立
・
国
定
公
園
の

再
編
を
行
う
と
の
話
も
出
て
い
ま
す
。

私
ど
も
も
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
を

十
和
田
八
甲
田
と
八
幡
平
に
別
々
に
す

る
よ
う
話
題
提
起
し
て
い
ま
す
。
世
界

的
な
気
候
温
暖
化
の
中
で
山
に
接
す
る

私
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
な
現
実
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
が
、
山
に
魅
せ
ら
れ
た
私

た
ち
は
現
実
を
受
け
入
れ
、
山
に
癒
さ

れ
、
楽
し
む
こ
と
に
向
か
う
こ
と
が
山

屋
の
だ
い
ご
味
か
と
思
い
ま
す
。 

遠
く
の
山
で
も
な
く
、
高
い
山
で
も

な
く
、
自
然
の
た
た
ず
ま
い
に
入
れ
て

も
ら
う
と
い
う
謙
虚
な
気
持
ち
で
山
を

愛
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

令令
和和
六六
年年
度度
秋秋
田田
支支
部部
役役
員員
名名
簿簿  

  

名
誉
顧
問 

長
岩
嘉
悦 

顧 
 

問 

佐
々
木
民
秀 

今
野
昌
雄 

 

 
 
 
 
 

鈴
木
裕
子 

 

堀
井
弘 

支 

部 

長 

佐
藤
和
志 

副
支
部
長 

鎌
田
倫
夫 

事
務
局
長 

小
松
芳
美 

会
計
担
当 

後
藤
浩
二 

委 
 

員 

佐
藤
助
雄 

歩
仁
内
昌
樹 

三
浦
昭
男 

高
橋
吉
一 

鈴
木
加
代
子 

畠
山
靖 

高
橋
雄
悦 

監 
 

事 
大
橋
忠
雄 

佐
々
木
長
秀 

  

太太
平平
山山
遭遭
難難
救救
助助
協協
力力
員員
をを
登登
録録  

 

中
央
地
区
山
岳
協
議
会
の
太
平
山
遭

難
救
助
協
力
員
（
令
和
六
・
七
年
度
）

と
し
て
次
の
支
部
会
員
を
登
録
し
た
。 

秋
田
支
部
登
録
者 

鎌
田
倫
夫 

今
野
昌
雄 

小
松
芳
美

堀
井
弘 

三
浦
眞
六 

歩
仁
内
昌
樹 

高
橋
雄
悦 

他
団
体
か
ら
登
録
の
支
部
関
係
者 

 
 

 

佐
々
木
民
秀 

若
月
寿 

佐
藤
博 

大
橋
忠
雄 

  

〇〇
会会
計計
監監
査査  

 

三
月
三
十
一
日
（
日
）
、 

午
前
十
時

か
ら
、
秋
田
市
北
部
市
民
セ
ン
タ
ー
「
キ

タ
ス
カ
」
二
階
会
議
室
で
開
催
。 

令
和
六
年
度
会
計
監
査
を
実
施
。
関

係
書
類
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、

正
確
で
あ
る
と
承
認
さ
れ
た
。 

出
席
者 

会
計
監
事 

柴
田
勧 

大
橋
忠
雄 

会
計
担
当 

後
藤
浩
二 

副
支
部
長 

鎌
田
倫
夫 

  

会
員
の
動
静 

退
会 

佐
藤
安
弘
（
令
和
六
年
二
月
） 

退
会 

今
野
秀
穂
（
令
和
六
年
二
月
）  

退
会 

熊
谷
光
子
（
令
和
六
年
三
月
） 

退
会 

川
口
廣
志
（
令
和
六
年
三
月
） 

退
会 

沼
田
敏
明
（
令
和
六
年
三
月
） 

 

役役
員員
会会
をを
開開
催催  

  
  
  
  
  
  
  

 

 

二
月
八
日
（
木
）
午
後
一
時
か
ら
、

秋
田
市
北
部
市
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で

開
催
し
た
。 

 

令
和
六
年
度
の
支
部
総
会
に
提
案
す

る
六
年
度
事
業
の
確
認
と
役
員
改
選
に

つ
い
て
協
議
。 

 

六
年
度
は
支
部
設
立
六
十
五
周
年
に

当
た
り
、
支
部
内
で
の
祝
賀
懇
親
会
、

記
念
山
行
、
六
十
五
座
ラ
リ
ー
等
が
提

案
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
山
の
会
に
ふ
さ
わ
し
く
山
行

回
数
の
増
を
狙
い
、
ゆ
っ
く
り
山
行
、

有
志
山
行
が
新
た
に
提
案
さ
れ
た
。 

 

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
諸
般
の
事

情
に
よ
り
、
三
浦
眞
六
、
佐
藤
安
弘
、

安
藤
金
栄
、
熊
谷
光
子
の
各
委
員
と
、

柴
田
監
査
か
ら
退
任
の
申
し
出
が
あ
り

了
承
。
新
た
に
、
小
松
芳
美
、
畠
山
靖
、

高
橋
雄
悦
の
各
会
員
を
委
員
に
推
薦
、

佐
々
木
長
秀
会
員
を
監
事
に
推
薦
し
た
。 

委
員
の
役
務
分
担
等
は
、
総
会
後
に

協
議
す
る
こ
と
に
し
た
。 

総
会
の
日
時
は
四
月
二
十
日
（
土
）

午
前
十
一
時
か
ら
協
働
大
町
ビ
ル
で
行

う
こ
と
に
し
、
三
時
五
十
分
終
了
し
た
。 

（
鈴
木
裕
子
） 

出
席
者 

 

佐
藤
和
志 

鈴
木
裕
子 

鎌
田
倫
夫 

柴
田
勧 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

 

オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
会会
議議
報報
告告 

 

〇
令
和
六
年
度
事
業
計
画 

本
会
会
長
ヒ
ア
リ
ン
グ 

 
 
 

開開
催催
日日 

二
月
五
日
（
月
）
午
後
八

時
十
分
か
ら
。 

本
会
出
席
者 

橋
本
会
長 

長
島
常

務
理
事 

猿
渡
理
事 

・
一
月
二
十
五
日
に
本
会
に
提
出
し
た

「
令
和
六
年
度
事
業
計
画
」
に
基
づ

く
会
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
で
行
わ
れ
た
。 

 

秋秋
田田
支支
部部
のの
説説
明明  

・
支
部
設
立
六
十
五
周
年
祝
賀
懇
親
会

等
は
支
部
内
の
行
事
と
し
て
行
う
。 

・
支
部
の
問
題
点
と
し
て
は
、
高
齢
化 

等
に
伴
う
山
行
回
数
の
減
少
で
あ
り
、

六
年
度
に
新
た
に
計
画
し
た
ゆ
っ
く

り
山
行
、
有
志
山
行
等
計
画
し
た
十

二
回
の
山
行
行
事
を
実
施
し
た
い
。

会
員
増
加
方
策
は
、
山
行
等
で
の
声

掛
け
な
ど
。
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
を
活
用
し
て

発
信
力
を
強
化
す
べ
く
模
索
し
て
い

る
。 

本本
会会
へへ
のの
要要
望望  

・
新
入
会
員
を
獲
得
し
や
す
い
よ
う

に
入
会
金
等
の
減
額
を
ぜ
ひ
実
現
し

て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

（
小
松
芳
美
） 

出
席
者 

 

後
藤
浩
二 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

  

山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
状状
況況
にに
つつ
いい
てて  

  

「
白
木
峠
」
の
調
査
事
項
を
本
会
古

道
調
査
担
当
班
に
提
出
報
告
し
た
。
詳

細
は
以
下
の
通
り
、 

１ 

報
告
日 

二
月
三
日
（
土
） 

２ 

報
告
先 

日
本
山
岳
会
「
山
岳
古

道
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」 

３ 

対
象
古
道 

 
 

沢
内
街
道
・
白
木
峠 

４ 

報
告
の
要
点 

（
１
）
原
稿
の
内
容 

本
会
で
示
し

た
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
従
い
、
①
白
木
峠

の
位
置
関
係
、
歴
史
的
背
景
、
役
目
な

ど
②
久
保
田
藩
と
盛
岡
藩
を
結
ん
だ
峠

道
と
し
て
の
コ
ー
ス
案
内
③
深
掘
り
ス

ポ
ッ
ト
、
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
、
古
道

に
ま
つ
わ
る
話
な
ど
の
紹
介
④
参
考
文

献―

を
記
載
し
た
。 

（
２
）
地
図
と
写
真
撮
影
場
所 

①
地
図
五
枚
に
撮
影
ポ
イ
ン
ト
を
記

し
た
②
十
三
枚
の
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

を
作
成
し
、
地
点
ご
と
に
詳
細
を
説
明

し
た
。 

 
 
 
 
 

（
小
松
芳
美
） 

  

〇〇
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
会会
議議  

開
催
日
＝
二
月
五
日
（
月
）
、
三
月
四

日
（
月
）
、 

四
月
三
日
（
水
） 

矢
島
街
道
が
正
式
に
調
査
対
象
古
道

か
ら
抜
け
た
。
熊
野
古
道
山
行
に
参
加

す
る
方
に
、
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
を
送
る
予

定
。
報
告
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
用
に
修
正
す
る
が
、
一
件
当

た
り
四
日
ほ
ど
要
す
る
。
今
後
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。 

報
告
し
た
資
料
を
修
正
す
る
場
合
は
、

赤
字
と
し
て
現
物
を
郵
送
し
て
も
ら
え

る
と
編
集
し
や
す
い
。 

百
二
十
古
道
中
、
四
十
古
道
の
報
告

あ
り
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
報
告
し
て

も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
。
百
二
十
古

道
以
外
に
も
魅
力
的
な
コ
ー
ス
が
あ
り
、

会
員
向
け
に
「
裏
情
報
」
と
し
て
紹
介

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
小
松
芳
美
） 

出出
席席
者者 

後
藤
浩
二  

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

 

支支
部部
連連
絡絡
会会
議議
参参
加加
報報
告告  

１ 

開
催
日 

三
月
二
十
八
日 

２ 

開
催
場
所 

オ
ン
ラ
イ
ン 

３ 

出
席
者 

本
部
・
橋
本
会
長
ほ
か
、

秋
田
支
部
・
小
松
芳
美
、
高
橋
雄
悦 

４ 

本
部
報
告
の
要
点
は
次
の
通
り
。 

・
今
後
、
入
会
金
は
二
万
円
か
ら
一
万

円
に
減
額
予
定
。 

・
準
会
員
の
期
間
を
二
年
か
ら
一
年
に

短
縮
予
定
。 

・
今
後
登
山
教
室
を
月
一
回
程
度
オ
ン

ラ
イ
ン
と
実
地
で
開
催
予
定
。
一
回
目

は
、
四
月
十
九
日
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
い

本
部
会
議
室
で
平
川
陽
一
郎
氏
が
「
登

山
の
基
礎
と
装
備
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。 

・
出
張
費
な
ど
の
補
助
を
打
ち
切
る
。 

（
小
松
芳
美
）  



　（3） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

ッ
ク
を
配
布
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い

る
。 ス

タ
ー
ト
し
た
六
十
五
座
ラ
リ
ー
に

つ
い
て
は
担
当
の
小
松
芳
美
会
員
が
説

明
。
登
山
日
、
山
名
な
ど
の
登
山
情
報

に
つ
い
て
、
山
頂
等
の
記
録
写
真
を
添

え
て
報
告
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。 

公
益
的
事
業
と
し
て
は
、
太
平
山
歩

道
整
備
、
案
内
板
等
の
設
置
を
計
画
し

て
い
る
。 

 

東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
は
福
島
支

部
の
担
当
。
七
月
に
猫
魔
ヶ
岳
登
山
、

裏
磐
梯
五
色
沼
散
策
を
予
定
し
て
い
る
。  

 

全
国
支
部
懇
談
会
は
神
奈
川
支
部
担

当
で
五
月
に
三
浦
ア
ル
プ
ス
登
山
、
鎌

倉
大
仏
ハ
イ
キ
ン
グ
を
計
画
す
る
。 

 

会
報
の
発
行
は
四
回
の
予
定
。 

 

山
岳
古
道
調
査
（
令
和
七
年
度
ま
で

継
続
）
に
つ
い
て
は
、
秋
田
支
部
の
担

当
で
未
報
告
の
鳥
海
山
は
引
き
続
き
完

成
に
努
め
、
白
木
峠
に
つ
い
て
は
調
査

を
継
続
す
る
。 

案
件
四
「
令
和
六
年
度
予
算
」
は
、

ほ
ぼ
前
年
度
と
同
水
準
と
し
た
こ
と
を

後
藤
会
計
担
当
が
説
明
。
令
和
六
年
度

の
事
業
計
画
と
併
せ
て
承
認
さ
れ
た
。 

 

記
念
集
合
写
真
撮
影
後
、
十
六
名
が

参
加
し
て
懇
親
会
を
開
い
た
。 

高
橋
守
会
員
の
発
声
で
乾
杯
、
今
野

昌
雄
、
高
橋
吉
一
、
堀
井
弘
の
各
会
員

の
近
況
報
告
に
続
い
て
懇
談
、
午
後
二

時
半
、
高
橋
雄
悦
会
員
の
中
締
め
で
お

開
き
と
な
っ
た
。 

 

出
席
者 

佐
藤
和
志 

今
野
昌
雄 

高
橋
守 

 

鎌
田
倫
夫 

堀
井
弘 

 

佐
藤
博 

 

若
月
寿 

 

大
橋
忠
雄 

柴
田
勧 

 

佐
々
木
長
秀 

佐
藤
英
實 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

高
橋
吉
一 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

 

二二
期期
目目
就就
任任
にに
当当
たた
っっ
てて  

  
  
  
  

支支
部部
長長  

佐佐
藤藤  

和和
志志  

 

日
本
山
岳
会
秋
田
支
部
長
に
再
度
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
で
大
丈
夫
な

の
か
と
自
信
が
無
い
中
で
の
二
年
を
振

り
返
り
反
省
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

会
員
皆
様
の
期
待
に
沿
う
べ
く
前
向
き

に
進
む
こ
と
が
私
の
こ
れ
か
ら
の
二
年

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

日
本
の
山
岳
界
で
は
、
人
工
ボ
ー
ド

で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

種
目
に
な
る
な
ど
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
登
山
競
技
が
行
わ
れ
て
い
た
国
民

体
育
大
会
も
今
年
か
ら
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
と
名
称
変
更
さ
れ
る
な
ど
話
題
を

集
め
て
お
り
ま
す
。 

環
境
省
で
も
令
和
三
十
年
に
向
け
て

全
国
の
三
〇
％
で
公
園
に
管
理
の
網
を

掛
け
な
い
と
日
本
の
自
然
が
守
れ
な
い

と
の
観
点
か
ら
、
国
立
・
国
定
公
園
の

再
編
を
行
う
と
の
話
も
出
て
い
ま
す
。

私
ど
も
も
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
を

十
和
田
八
甲
田
と
八
幡
平
に
別
々
に
す

る
よ
う
話
題
提
起
し
て
い
ま
す
。
世
界

的
な
気
候
温
暖
化
の
中
で
山
に
接
す
る

私
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
な
現
実
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
が
、
山
に
魅
せ
ら
れ
た
私

た
ち
は
現
実
を
受
け
入
れ
、
山
に
癒
さ

れ
、
楽
し
む
こ
と
に
向
か
う
こ
と
が
山

屋
の
だ
い
ご
味
か
と
思
い
ま
す
。 

遠
く
の
山
で
も
な
く
、
高
い
山
で
も

な
く
、
自
然
の
た
た
ず
ま
い
に
入
れ
て

も
ら
う
と
い
う
謙
虚
な
気
持
ち
で
山
を

愛
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

令令
和和
六六
年年
度度
秋秋
田田
支支
部部
役役
員員
名名
簿簿  

  

名
誉
顧
問 

長
岩
嘉
悦 

顧 
 

問 

佐
々
木
民
秀 

今
野
昌
雄 

 

 
 
 
 
 

鈴
木
裕
子 

 

堀
井
弘 

支 

部 

長 

佐
藤
和
志 

副
支
部
長 

鎌
田
倫
夫 

事
務
局
長 

小
松
芳
美 

会
計
担
当 

後
藤
浩
二 

委 
 

員 

佐
藤
助
雄 

歩
仁
内
昌
樹 

三
浦
昭
男 

高
橋
吉
一 

鈴
木
加
代
子 

畠
山
靖 

高
橋
雄
悦 

監 
 

事 

大
橋
忠
雄 

佐
々
木
長
秀 

  

太太
平平
山山
遭遭
難難
救救
助助
協協
力力
員員
をを
登登
録録  

 

中
央
地
区
山
岳
協
議
会
の
太
平
山
遭

難
救
助
協
力
員
（
令
和
六
・
七
年
度
）

と
し
て
次
の
支
部
会
員
を
登
録
し
た
。 

秋
田
支
部
登
録
者 

鎌
田
倫
夫 

今
野
昌
雄 

小
松
芳
美

堀
井
弘 

三
浦
眞
六 

歩
仁
内
昌
樹 

高
橋
雄
悦 

他
団
体
か
ら
登
録
の
支
部
関
係
者 

 
 

 

佐
々
木
民
秀 

若
月
寿 

佐
藤
博 

大
橋
忠
雄 

  

〇〇
会会
計計
監監
査査  

 

三
月
三
十
一
日
（
日
）
、 

午
前
十
時

か
ら
、
秋
田
市
北
部
市
民
セ
ン
タ
ー
「
キ

タ
ス
カ
」
二
階
会
議
室
で
開
催
。 

令
和
六
年
度
会
計
監
査
を
実
施
。
関

係
書
類
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、

正
確
で
あ
る
と
承
認
さ
れ
た
。 

出
席
者 

会
計
監
事 

柴
田
勧 

大
橋
忠
雄 

会
計
担
当 

後
藤
浩
二 

副
支
部
長 

鎌
田
倫
夫 

  

会
員
の
動
静 

退
会 

佐
藤
安
弘
（
令
和
六
年
二
月
） 

退
会 

今
野
秀
穂
（
令
和
六
年
二
月
）  

退
会 

熊
谷
光
子
（
令
和
六
年
三
月
） 

退
会 

川
口
廣
志
（
令
和
六
年
三
月
） 

退
会 

沼
田
敏
明
（
令
和
六
年
三
月
） 

 

役役
員員
会会
をを
開開
催催  

  
  
  
  
  
  
  

 

 
二
月
八
日
（
木
）
午
後
一
時
か
ら
、

秋
田
市
北
部
市
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で

開
催
し
た
。 

 

令
和
六
年
度
の
支
部
総
会
に
提
案
す

る
六
年
度
事
業
の
確
認
と
役
員
改
選
に

つ
い
て
協
議
。 

 

六
年
度
は
支
部
設
立
六
十
五
周
年
に

当
た
り
、
支
部
内
で
の
祝
賀
懇
親
会
、

記
念
山
行
、
六
十
五
座
ラ
リ
ー
等
が
提

案
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
山
の
会
に
ふ
さ
わ
し
く
山
行

回
数
の
増
を
狙
い
、
ゆ
っ
く
り
山
行
、

有
志
山
行
が
新
た
に
提
案
さ
れ
た
。 

 

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
諸
般
の
事

情
に
よ
り
、
三
浦
眞
六
、
佐
藤
安
弘
、

安
藤
金
栄
、
熊
谷
光
子
の
各
委
員
と
、

柴
田
監
査
か
ら
退
任
の
申
し
出
が
あ
り

了
承
。
新
た
に
、
小
松
芳
美
、
畠
山
靖
、

高
橋
雄
悦
の
各
会
員
を
委
員
に
推
薦
、

佐
々
木
長
秀
会
員
を
監
事
に
推
薦
し
た
。 

委
員
の
役
務
分
担
等
は
、
総
会
後
に

協
議
す
る
こ
と
に
し
た
。 

総
会
の
日
時
は
四
月
二
十
日
（
土
）

午
前
十
一
時
か
ら
協
働
大
町
ビ
ル
で
行

う
こ
と
に
し
、
三
時
五
十
分
終
了
し
た
。 

（
鈴
木
裕
子
） 

出
席
者 

 

佐
藤
和
志 

鈴
木
裕
子 

鎌
田
倫
夫 

柴
田
勧 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

 

オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
会会
議議
報報
告告 

 

〇
令
和
六
年
度
事
業
計
画 

本
会
会
長
ヒ
ア
リ
ン
グ 

 
 
 

開開
催催
日日 

二
月
五
日
（
月
）
午
後
八

時
十
分
か
ら
。 

本
会
出
席
者 

橋
本
会
長 

長
島
常

務
理
事 

猿
渡
理
事 

・
一
月
二
十
五
日
に
本
会
に
提
出
し
た

「
令
和
六
年
度
事
業
計
画
」
に
基
づ

く
会
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
で
行
わ
れ
た
。 

 

秋秋
田田
支支
部部
のの
説説
明明  

・
支
部
設
立
六
十
五
周
年
祝
賀
懇
親
会

等
は
支
部
内
の
行
事
と
し
て
行
う
。 

・
支
部
の
問
題
点
と
し
て
は
、
高
齢
化 

等
に
伴
う
山
行
回
数
の
減
少
で
あ
り
、

六
年
度
に
新
た
に
計
画
し
た
ゆ
っ
く

り
山
行
、
有
志
山
行
等
計
画
し
た
十

二
回
の
山
行
行
事
を
実
施
し
た
い
。

会
員
増
加
方
策
は
、
山
行
等
で
の
声

掛
け
な
ど
。
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
を
活
用
し
て

発
信
力
を
強
化
す
べ
く
模
索
し
て
い

る
。 

本本
会会
へへ
のの
要要
望望  

・
新
入
会
員
を
獲
得
し
や
す
い
よ
う

に
入
会
金
等
の
減
額
を
ぜ
ひ
実
現
し

て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

（
小
松
芳
美
） 

出
席
者 

 

後
藤
浩
二 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

  

山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
状状
況況
にに
つつ
いい
てて  

  

「
白
木
峠
」
の
調
査
事
項
を
本
会
古

道
調
査
担
当
班
に
提
出
報
告
し
た
。
詳

細
は
以
下
の
通
り
、 

１ 

報
告
日 

二
月
三
日
（
土
） 

２ 

報
告
先 

日
本
山
岳
会
「
山
岳
古

道
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」 

３ 

対
象
古
道 

 
 

沢
内
街
道
・
白
木
峠 

４ 

報
告
の
要
点 

（
１
）
原
稿
の
内
容 

本
会
で
示
し

た
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
従
い
、
①
白
木
峠

の
位
置
関
係
、
歴
史
的
背
景
、
役
目
な

ど
②
久
保
田
藩
と
盛
岡
藩
を
結
ん
だ
峠

道
と
し
て
の
コ
ー
ス
案
内
③
深
掘
り
ス

ポ
ッ
ト
、
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
、
古
道

に
ま
つ
わ
る
話
な
ど
の
紹
介
④
参
考
文

献―

を
記
載
し
た
。 

（
２
）
地
図
と
写
真
撮
影
場
所 

①
地
図
五
枚
に
撮
影
ポ
イ
ン
ト
を
記

し
た
②
十
三
枚
の
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

を
作
成
し
、
地
点
ご
と
に
詳
細
を
説
明

し
た
。 

 
 
 
 
 

（
小
松
芳
美
） 

  

〇〇
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
会会
議議  

開
催
日
＝
二
月
五
日
（
月
）
、
三
月
四

日
（
月
）
、 

四
月
三
日
（
水
） 

矢
島
街
道
が
正
式
に
調
査
対
象
古
道

か
ら
抜
け
た
。
熊
野
古
道
山
行
に
参
加

す
る
方
に
、
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
を
送
る
予

定
。
報
告
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
用
に
修
正
す
る
が
、
一
件
当

た
り
四
日
ほ
ど
要
す
る
。
今
後
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。 

報
告
し
た
資
料
を
修
正
す
る
場
合
は
、

赤
字
と
し
て
現
物
を
郵
送
し
て
も
ら
え

る
と
編
集
し
や
す
い
。 

百
二
十
古
道
中
、
四
十
古
道
の
報
告

あ
り
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
報
告
し
て

も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
。
百
二
十
古

道
以
外
に
も
魅
力
的
な
コ
ー
ス
が
あ
り
、

会
員
向
け
に
「
裏
情
報
」
と
し
て
紹
介

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
小
松
芳
美
） 

出出
席席
者者 

後
藤
浩
二  

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

 

支支
部部
連連
絡絡
会会
議議
参参
加加
報報
告告  

１ 

開
催
日 

三
月
二
十
八
日 

２ 

開
催
場
所 

オ
ン
ラ
イ
ン 

３ 

出
席
者 

本
部
・
橋
本
会
長
ほ
か
、

秋
田
支
部
・
小
松
芳
美
、
高
橋
雄
悦 

４ 

本
部
報
告
の
要
点
は
次
の
通
り
。 

・
今
後
、
入
会
金
は
二
万
円
か
ら
一
万

円
に
減
額
予
定
。 

・
準
会
員
の
期
間
を
二
年
か
ら
一
年
に

短
縮
予
定
。 

・
今
後
登
山
教
室
を
月
一
回
程
度
オ
ン

ラ
イ
ン
と
実
地
で
開
催
予
定
。
一
回
目

は
、
四
月
十
九
日
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
い

本
部
会
議
室
で
平
川
陽
一
郎
氏
が
「
登

山
の
基
礎
と
装
備
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。 

・
出
張
費
な
ど
の
補
助
を
打
ち
切
る
。 

（
小
松
芳
美
）  



（4）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

有有
志志
山山
行行
のの
報報
告告  

    

一
月
二
十
日
（
土
） 

こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
旧
二
ツ

井
町
に
あ
る
七
座
山
へ
登
っ
た
。 

予
想
以
上
の
積
雪
で
登
り
口
の
天
神

荘
跡
地
手
前
ま
で
約
十
分
の
路
上
脇
に

駐
車
し
、
九
時
十
七
分
出
発
。 

法
華
ノ
岩
屋
を
通
り
主
峰
の
権
現
座

（
二
八
七
・
六
ｍ
）
に
着
い
た
の
は
十

一
時
で
あ
っ
た
。
各
ピ
ー
ク
に
は
新
し

い
標
柱
が
あ
る
。
無
風
で
あ
っ
た
が
気

温
は
低
く
ダ
ウ
ン
や
ヤ
ッ
ケ
を
羽
織
る
。

稜
線
を
烏
帽
子
座
経
由
し
て
展
望
台
の

あ
る
箕
座
で
眺
望
を
楽
し
み
七
つ
目
の

ピ
ー
ク
松
座
に
到
着
し
た
。 

こ
こ
に
は
休
憩
用
の
ベ
ン
チ
が
二
基

設
置
し
て
あ
り
休
憩
す
る
。 

こ
こ
か
ら
小
松
会
員
の
案
内
で
少
し

戻
り
、
稜
線
ル
ー
ト
と
米
代
川
沿
い
の

車
道
と
の
中
腹
ル
ー
ト
を
と
る
。
数
箇

所
に
倒
木
が
あ
り
注
意
書
き
の
案
内
板

が
あ
る
。
山
全
体
に
杉
の
巨
木
が
あ
る

が
、
こ
の
周
辺
は
特
に
見
事
な
杉
の
巨

木
が
多
い
。
雪
解
け
の
季
節
に
は
花
畑

に
な
る
よ
う
な
の
で
是
非
そ
の
頃
も
鑑

賞
に
訪
れ
た
い
。 

積
雪
で
確
認
し
づ
ら
い
が
道
幅
は
稜

線
よ
り
広
い
よ
う
で
あ
る
。
軽
め
の
ラ

ッ
セ
ル
に
汗
を
流
し
な
が
ら
、
十
四
時

十
八
分
無
事
登
山
口
に
到
着
し
た
。 

参
加
者 

 
 

小
松
芳
美 

鎌
田
倫
夫 

会
員
外
一
名 

 
 権

現
座
山
頂

で 

  
   

二
月
十
七
日
（
土
） 

「
観
音
森
（
三
四
三
ｍ
）
」
と
い
う
名

の
山
は
県
内
に
四
座
あ
り
、
今
回
は
最

も
低
い
由
利
本
荘
市
岩
城
と
秋
田
市
雄

和
と
の
境
に
鎮
座
す
る
山
へ
と
向
か
っ

た
。 

 

山
の
選
定
は
、
鎌
田
副
支
部
長
の
「
秋

田
市
か
ら
近
く
、
残
雪
の
観
音
森
を
紹

介
し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
。
地
図
作

成
と
支
部
会
員
へ
案
内
文
を
メ
ー
ル
で

送
る
役
を
小
松
が
担
っ
た
。 

 

岩
城
道
川
字
桜
沢
の
林
道
交
差
点
付

近
に
車
両
を
止
め
、
九
時
十
五
分
出
発
。 

 

今
年
は
暖
冬
で
積
雪
が
少
な
く
、
思

い
描
い
た
「
残
雪
の
林
道
を
登
る
」
は

叶
わ
な
か
っ
た
が
、
頂
上
付
近
に
は
二

十
㎝
ほ
ど
の
雪
が
あ
り
、
な
ん
と
か
足

跡
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。 

林
道
付
近
に
は
バ
ッ
ケ
が
芽
を
出
し

始
め
る
な
ど
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が

ら
、
た
あ
い
も
な
い
話
を
し
な
が
ら
ゆ

っ
く
り
と
頂
上
を
目
指
し
た
。 

頂
上
着
十
一
時
。
無
事
に
到
着
し
、

観
音
森
三
吉
神
社
に
お
参
り
す
る
。
こ

こ
は
地
元
の
方
が
整
備
し
て
い
る
よ
う

で
、
道
中
の
お
地
蔵
様
な
ど
も
綺
麗
に

さ
れ
て
い
た
。 

 

お
待
ち
か
ね
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
で
は
、

春
の
陽
気
に
思
わ
ず
鼻
歌
が
で
る
な
ど

い
つ
ま
で
も
、
こ
こ
で
休
ん
で
い
た
い
、

と
思
う
ほ
ど
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
。 

 

今
回
訪
れ
た
岩
城
の
観
音
森
は
秋
田

市
か
ら
近
く
、
立
派
な
林
道
が
整
備
さ

れ
安
全
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
回
は
雪

上
を
ス
キ
ー
で
訪
れ
た
い
と
思
っ
た
ほ

ど
親
近
感
を
持
っ
た
。 

登
山
口
着
十
三
時
五
十
分
。
距
離
一

〇
・
三
km
。 

参
加
者 

 

鎌
田
倫
夫 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

会
員
外
六 

名 山
頂
三
吉 

神
社
前
で 

        

 

会会

務務

報報

告告  
 

事事
務務
局局
会会
議議  

〇
二
月
五
日
（
金
）
午
後
一
時
か
ら
、

秋
田
市
泉
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
。 

・
会
報
一
二
九
号
、
全
国
支
部
懇
談
会

案
内
等
発
送
。 

・
役
員
会
に
提
案
す
る
案
件
に
つ
い
て 

〇
三
月
三
十
一
日
（
日
）
午
後
一
時
か

ら
、
秋
田
市
泉
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
。 

・
総
会
に
提
案
す
る
議
案
等
の
確
認
及

び
発
送
。 

出
席
者 

 

鎌
田
倫
夫 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

 

 

編 

集 

後 

記 
 

 

雪
の
少
な
か
っ
た
今
冬
、
雪
を
踏
み

な
が
ら
の
山
行
を
楽
し
ん
だ
会
員
か
ら

の
投
稿
が
あ
っ
た
。
平
均
年
齢
の
高
い

（
七
七
・
三
才
）
秋
田
支
部
の
山
行
回

数
減
を
気
に
し
て
い
た
が
、
活
動
状
況

を
知
り
う
れ
し
い
。
会
員
の
山
行
状
況

を
報
告
し
あ
い
、
お
互
い
の
励
み
に
な

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

 

総
会
で
新
役
員
が
任
命
さ
れ
、
新
た

な
役
務
分
担
で
の
活
動
が
始
ま
る
。 

会
報
編
集
は
次
号
か
ら
高
橋
雄
悦
委

員
が
担
当
す
る
。
支
部
の
こ
れ
ま
で
の

伝
統
も
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
新
た
な
視

点
、
観
点
か
ら
の
編
集
が
期
待
さ
れ
る
。 

「
会
報
は
支
部
の
顔
で
あ
る
」
と
話
さ

れ
て
い
た
初
代
編
集
者
の
故
保
坂
隆
司

名
誉
顧
問
を
思
い
出
す
。
（
鈴
木
裕
子
） 

  

観観

音音

森森

  

  

小小

松松

芳芳

美美

  
七七

座座

山山  
  
        
鎌鎌

田田

倫倫

夫夫  

 

投投
稿稿
のの
おお
願願
いい  

有
志
山
行
、
個
人
山
行
、
想
い
出
の

山
行
、
山
情
報
、
そ
の
他
な
ん
で
も

可
で
す
。
会
員
の
活
動
を
紹
介
し
た

い
の
で
、
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。


